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して出かけられ憩える「まちづくり」、産直や

「市」を含めた生活用品の供給、コミュニテイ

の中心としての商店街の再生、文化の創造と

享受など、公共と民間の協同による「福祉の

まちづくり」が求められることは言うまでも

ありません。

　現実に労協・高齢協の活動や「地域福祉事

業所」づくりの過程で、ヘルパー講座を通じ

て足立区の商店街との交流が始まったり、「大

田区福祉機器研究会」（町工場のおやじさんと

障害者団体、福祉関係職員で構成）との間で

街中にヘルパーステーションと福祉機器セン

ターを併設する夢が語られ、深谷のシネマワ

ーカーズが商店のフロアを借りて映画を上映

し高齢者を集めるなど、その芽は着実に育っ

ています。

　民間資格「福祉住環境コーディネーター」

を生み出した東京商工会議所は、労協連と共

にいくつかの商店街から福祉コミュニテイの

モデルを一緒につくろうと計画しています。

他方では、「東京ハンデイキャブ」の阿部さん

が言うように、1000万人を下らない人びとが

移動にハンディを負わされています。高齢者

と障害者が合流して、移動を権利として保障

させることができれば、本人の経済行為と車

両の生産、ケアドライバーの労働報酬など、

福祉と融合した新しい経済の姿も描くことが

できます。

　「コミュニテイの再生を支える協同労働の

協同組合」は、このような視野の中で、本格

的な発展を開始するに違いありません．

　第1に、「コミュニテイ・ビジネス（市民起

業）」「生活総合産業」を軸とした、新たな経

済ネットワークの中に、自らを位置づけるこ

とです。これは、①人びとの欲求が、単品の

商品による「豊かさ」から、安全・安心のコ

ミュニティをはじめとする生活の総合的な豊

かさへと成熟し、②これに応えて「市民の徳

と起業家精神を備えた」人びとによる仕事お

こしが産業の裾野を形成し、③商店街や地場

産業はもちろん、大企業を含めて「コミュニ

テイ」に経営の展望を見出し始めた、という

歴史的な背景から想定できることです。

　第2に、こうした「福祉のまちづくり」と結

んだ、働く人びと＝市民による仕事おこしが、

きわめて高い公共性を持つことを確認させ、

市民が主体となって行政がこれをサポートす

る、新しい公共性と「公共と協同のパートナ

ーシップ」を創造することです。それは、「コ

ンクリートヘの投資」よりも「人間発達とネ

ットワークに対する投資」を中心とする、「新

しい公共事業」への転換という課題を伴って

います。

　第0に、その法制度的な表現として、「労働

者協同組合法」を制定させることです。この

法制化は、①働く人びと＝市民の誰もが「コ

ミュニテイを視野に入れた協同労働」による

事業を選択する機会を保障させ、②自らの労

働と事業を通じて、就労創出・研修教育・福

祉共済の杜会的「連帯基金」を形成し、③そ

うした労協のかけがえのない杜会的・公共的

貢献を社会が税制優遇によって促進し、④労

働者を中心に利用者やコミュニテイの支援者

が参加できる日本型「杜会的協同組合」「コミ

ュニテイ協同組合」の創設を可能にすること

によって、労協の本格的な発展に道を開こう

とするものです。

　この方向は、大量失業と杜会的な排除に対

し、協同組合の振興を通じて、すべての人に

尊厳ある労働とコミュニティの一員としての

生活を保障しようとする、国連およびI　LO

（国際労働機関）の政策とも一致するものです。

　レイドロー報告の先見性に満ちた提起が、

日本における労働者協同組合の確立に大きな

力となったこととあわせて、今後の「コミュ

ニテイを再生する協同労働」の本格的な発展

が、経済・杜会と人びとの生活意識の転換、

新しい公共性の創造と法制度の改革という総

合的な取り組みの中で初めて可能になること

を確認して本稿を閉じることとします。
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